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視　点

2
サステナブルな建設業界への取り組みの推進

■■（一社）日本建設業連合会北陸支部　支部長■
大成建設（株）　北信越支店　常務執行役員支店長　岡田　正彦

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

11
2022年度　北陸地方整備局の
工事・業務の円滑な実施について

■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

技術レポート 

3
i-Construction　生産性向上効果
現場条件を踏まえた法面での 
三次元計測手法の工夫

■■（株）興　和

7
耐久性向上と施工性改善を目指した土系舗装の開発
高耐久土系舗装　オーククレーR

■■大林道路（株）　技術研究所　藤井　秀夫

歩測式スラムレーザー手法

吊下げ式UAV写真測量
▶P.3

施工場所（３か月後）

施工場所（２年半後）
▶P.7

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

先輩なう！

18
人々の安全・安心を担う建設業

■■富山県新川土木センター入善土木事務所　■
道路班　野口　大輔　さん

新技術情報 

20

■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・ポリエチレン製U字溝専用のプレキャストコンクリート桝
　【登録番号：2021D104】
　（株）アドヴァンス

・高輝度・LED矢印板
　【登録番号：2021D105】
　（株）レックス

職場紹介

15
「SHIOTANIアカデミー」の開校
建設DXへの挑戦・活用

■■塩谷建設（株）

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 区分 製品

開発会社 問合せ先

技術名称

登録番号 区分 製品

開発会社 問合せ先

ポリエチレン製U字溝専用のプレキャストコンクリート桝

2.0㎡の谷積大型ブロック張

2021D103

株式会社アドヴァンス 025-233-4133

株式会社アドヴァンス 025-233-4139

2021D104

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・従来は桝の水路取付部をドリルで削孔し、あと施工アンカーを取り付けた後、ポリエチレン製

U字溝を接続していたが、新技術はあらかじめインサートを設けているため、桝と水路を簡易

な施工で接続できる構造とした。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・桝の水路取付部4面全てにステンレス製インサートを備えており、このインサートを用いてポ
リエチレン製U字溝を安全かつ簡易的に接続できることから、工程短縮と品質･安全性･施工
性の向上が図れる。

4.従来技術との比較

【従来技術：コンクリート分水桝Ⅱ型（下段）】
●経済性：21％低下 ●工程：33％短縮 ●品質：向上 ●安全性：向上 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：同程度

【製品写真】

【施工完了写真】

【製品写真】

【施工完了写真】

1. 新技術の概要

①何について何をする技術なのか?

河川護岸で使用することが可能な、2.0㎡の谷積大型ブロック張である。ブロックの大型化と、ブロック背面の外周に3本の控えを配置したことで

高さ調整が容易になり、施工性が向上し、工期短縮と省力化を図ることができる。

②従来はどのような技術で対応していたのか?

1.0㎡の法覆工 大型ブロック張。

③公共工事のどこに適用できるのか?

河川護岸工事。

2. 新規性および期待される効果

①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)

・1.0㎡のブロックから2.0㎡のブロックに変えた。

・ブロックの中央に配置した1本の控からブロックの外周に配置した3本の控に変えた。

・ブロックの組み合わせ延長が19.7m以上となる製品形状から19.7m以内となる製品形状に変えた。

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・1.0㎡のブロックから2.0㎡のブロックに変えたことにより、大型化となり、工程の短縮が図れる。

・ブロックの中央に配置した1本の控からブロックの外周に配置した3本の控に変えたことにより、容易に

高さ調整することが可能となり、工程の短縮と省力化が図れる。
・ブロックの組み合わせ延長が19.7m以内となる製品形状に変えたことにより、護岸延長1スパンの長さ
を20mに収めることができる。

3. 適用条件・範囲

①適用可能な範囲

・勾配が1:1.0より緩い箇所。

・延長が1.97m以上の箇所。

・曲線半径が150mより緩い箇所。
・機械施工が可能な箇所。

4. 従来技術との比較

【従来技術：1.0㎡の法覆工 大型ブロック張】
●経済性：同程度 ●工程：23%短縮 ●品質：同程度 ●安全性：同程度 ●施工性：向上 ●周辺環境への影響：同程度

1. 新技術の概要

①何について何をする技術なのか?

標準設計図集に記載のポリエチレン製U字溝300型専用のプレキャストコンクリート桝である。あらかじめ桝の4面に水路を接続するための

インサートを設けたことで、桝とポリエチレン製U字溝を簡易な施工で接続することができる。それにより、工期の短縮と品質、安全性、施工

性の向上を図ることができる。

②従来はどのような技術で対応していたのか?

鉄筋コンクリート分水桝Ⅱ型（下段）。

③公共工事のどこに適用できるのか?

砂防工事や地すべり防止工事。

3. 適用条件・範囲

①適用可能な範囲

・山腹水路工や排水路工の桝として適用可能。

・機械施工が可能な箇所で適用可能。
・ポリエチレン製U字溝300型を使用する現場で適用可能。

４月号掲載済

製品写真▶P.20

製品写真・寸法▶P.20

【別紙2】Made in 新潟紹介シート

技術名称

登録番号 2021D105 区分 製品

開発会社 株式会社レックス 問合せ先 025-287-6811

技術名称

登録番号 区分

開発会社 問合せ先

高輝度・LED矢印板

1.概要
①何について何をする技術なのか?
・工事現場等において車両や人を誘導するためのLED矢印板に、高輝度反射材を
使用することで矢印板自体に反射性能を追加し、車両からの視認性を高め、安全
性向上を図る製品である。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・矢印部分がLED点灯のみの矢印板で誘導していた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
・土木工事及び建築工事全般。

2.新規性および期待される効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・LED矢印板に高輝度反射材を使用しているため、車両のヘッドライトで照射すると、
その光を反射して矢印板自体の視認性を高めることができる。
②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

・通行車両からの視認性が向上したことにより、工事区画に通行車両が誤って侵入す

る等の事故を抑制することができる。

・故障やバッテリー切れ等によりLEDが消灯する緊急時でも、高輝度反射材によって
視認性を保持することができる。

3.適用条件・範囲
①適用可能な範囲
・工事現場全般。

4.従来技術との比較
【従来技術：LED矢印板（電波・同期式）】
●経済性：28％低下（反射材の追加による） ●工程：同程度 ●品質：向上（反射性の付与）
●安全性：向上（通行車両への視認性向上） ●施工性：同程度 ●周辺環境への影響：同程度

【製品写真・寸法】

【性能比較】
（夜間/ヘッドライト照射有/矢印LED点灯）

富山県新川土木センター 
入善土木事務所　道路班 
野口　大輔　さん▶P.18

若手社員意見交換会▶P.15

■関屋分⽔路 通⽔50周年（写真は、分⽔路河⼝より上流を望む）
　関屋分⽔路は、新潟市を信濃川の洪⽔から守ること、新潟⻄港への⼟砂堆積を減らすこ
とを主⽬的に建設され、1972（昭和47）年８⽉10⽇の通⽔開始から今年2022（令和４）
年８⽉10⽇に通⽔50周年を迎えます。
　信濃川の洪⽔の⼤半を関屋分⽔路で流下させることにより、信濃川では緩やかな斜⾯を
もつ堤防「やすらぎ堤」の整備が可能となり、新潟市が整備する「遊歩道」や「やすらぎ
堤緑地」などの周辺整備とも連携して「⽔都 新潟」のシンボル的な空間を形成しています。
・関屋分⽔ 通⽔50周年　https://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/sekibun50th/
 【写真提供：北陸地⽅整備局　信濃川下流河川事務所】


